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１．概要 

ＵＳＢＩＦ－０１はUSBを使ってDPL-4.2GF/DPL-6GFを制御するためのアダプターボードで

す。 

このボードにはＵＳＢとシリアル変換器を有しており、ＵＳＢを使って仮想シリアル通信が 

可能になります。ＰＣの汎用通信ソフトを使えば簡単に制御できます。 

 

 

２．電気的仕様 

（１） 電源電圧    ５Ｖ±５％ 

（２） 消費電流   ７００ｍＡ以下  （ＤＰＬ－４．２ＧＦの消費電流含む） 

６００ｍＡ以下  （ＤＰＬ－６ＧＦの消費電流含む） 

（３） ＵＳＢ Ｉ／Ｆ  ＵＳＢ２．０  ＵＳＢ-mini-B 使用 

 

 

３．取り付け方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ＵＳＢＩＦ－０１をＤＰＬ－４．２ＧＦ/ＤＰＬ－６ＧＦのコネクターに差し込みます。 

（２） 電源端子に+5Ｖを供給します。 

（３） ＵＳＢケーブルを挿入すればＰＣで通信が可能になります。 

 

 

４．ドライバーソフトのダウンロード 

手順1.  ＰＣに下記リンクアドレスからＦＴ２３２Ｒのドライバーをダウンロードし、適当なフォルダ

へ解凍します。 

  http://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 

 

手順2.  ＰＣとＵＳＢＩＦ－０１をＵＳＢケーブルで接続します。 

「新しいハードウェアの検索ウィザード」が始まりますので、先程ダウンロードして 

解凍したフォルダを選択して、ドライバーをインストールします。 

    

手順3.  ＰＣ端末の通信仕様を下記のように設定します。 

   通信速度  9600bps 

   データビット  8 bits 

   ストップビット  1 bit 

   パリティ  なし 

   フロー制御  なし 

    以上でＰＣの仮想ＣＯＭポートにより制御する場合の設定が終了しました。 

ＰＣの端末ソフト（ハイパーターミナル等）で制御することが可能です。 
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５．ＵＳＢ電源から電源を供給する場合 

使用されるＰＣのＵＳＢインターフェースの電源供給能力が６００ｍＡ以上ある場合は 

ＵＳＢ電源から電源を供給して動作させることが可能です。 

 

ＵＳＢ電源で動作させる場合は下記ＪＰ１をショートしてください。工場出荷時はオープンです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意： ＵＳＢ電源で動作させながら、電源端子に電源を加えるとＰＣの故障の原因になります 

ので、注意してください。 

 

 

６．操作箇所 

 USBIF-01にはPLLの基準信号を内部同期か外部同期かの切り替えを行うためのスイッチが 

ありますので、必要に応じて切り替えを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．出荷検査 

２．の電気的仕様について全数検査します。 

 

 

８．保証 

納入後1年経過までの期間に製造者の製造上、設計上の不適切さによる瑕疵が発見 

された場合は製造者の責任において修理もしくは交換をおこなうものとします。 

 

 

９．付属品 

 USBケーブル（A – miniB）  1本 
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１０．その他 

１０－１． 本製品はＣＭＯＳデバイスを使用しておりますので静電気により損傷を 

うけやすい場合があります。 

１０－２． 過電圧を与えないでください。モジュールが損傷することがあります。 

損傷した場合は７．の保証の限りではありません。有償にての修理となります。 

 

 

 
・本マニュアルの記載事項は予告なく変更する場合がございます。 

・本マニュアルの一部または全部を当社に無断で転載または複製することを禁じます。 

・使用者が事故などによる損害が生じた場合当社では一切の責任を負いません。 

・本資料の記載内容は工業所有権その他権利の実施に対する保証または実施権の許

諾を行うものではございません。 

・本マニュアル記載の回路等の使用に起因する第三者の工業所有権に関して当社では

その責任を負いません。 
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